
 
 

 

 

技術分野における、集団活動での情報技術の活用方法のコツを探ってみます。 

まずは、集団活動では、次のように「個→集団→個」の流れを重視することです。 

次に、「個→集団→個」の流れで効果的な情報技術の活用を工夫していくようにします。 
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＜609＞ 集団活動 「個→集団→個」での情報活用のコツとは？ 

「個」の学びの準備

段階に必要なデジ

タルのデータ 

蓄積 

「個」 
準備段階の個の学び 

○習得した内容の確認 

○学習課題やゴールの確

認 

○練れてない学習状態 
○独りよがりの状態 

○勝手な思いや未熟な

考えの状態 

「集団」 
広げる段階(発散的な学び合い) 

○様々なアイディア・ヒン

ト・考えを伝え合う 

○他のアイディア・ヒントや

考えを受け参考にする学

び合い 

○相互に刺激し合う 

○助け合い(補完)支え合う 

「個」 
「深い学び」へつ

なげる収束的学び 

○集団の学びを参

考に考えを具体物

生成でまとめる 

○再構成や再構築 

○必要な考えを取

り入れまとめる 

デジタル化した生徒用の学習

及び教師用指導データ 

活用 活用 

学習用 
デジタル 
データ 

「個」の学びの 
成果に必要な 
デジタルデータ 

活用 蓄積 

学習用 
デジタル 
データ 


